
河川改修(栃木県)

小藪川上流域浸水対策箇所図

栃木県鹿沼市
小藪川上流域

雨水幹線改修(鹿沼市)

雨水幹線整備写真
施工後施工前

鹿沼市雨水幹線整備状況

・コンクリートブロック積 L=49.0m
・ボックスカルバート(1400×1200) L=20.2m
・U型側溝(1400×1200) L=10.0m

河川への流出抑制施設検討(栃木県)

民間設置の貯留施設への助成(鹿沼市)

流域貯留施設検討(栃木県)

河川改修事業(栃木県)

下水道整備(鹿沼市)

流域貯留浸透施設検討(栃木県)

凡　 　例

○小藪川上流域の都市部では、近年浸水被害が発生し、平成25年７月豪雨では、床上45戸、床下62戸の浸水被害が発生。
○浸水被害の軽減を図るために「100mm/h安心プラン」に登録し、栃木県（河川事業）と鹿沼市（下水道事業）の連携により一層の
効果的な整備を実施。

○鹿沼市の下水道事業としては雨水幹線の改修及び、流域における貯留・浸透施設の設置費補助金を交付。
○令和元年度の台風19号では効果を発揮し、浸水被害の発生を防止・軽減。

河川事業と連携した浸水対策の効果事例（令和元年度台風19号） 栃木県鹿沼市



○草加市松原地区では平成２５年台風２６号による浸水被害が発生。
○松原地区周辺の管渠整備、排水機場増強工事を実施。
○令和元年度の台風１９号などで効果を発揮し、浸水被害の発生を防止・軽減。

都市浸水対策の効果事例 埼玉県草加市
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○武蔵高萩駅北地区は、スプロール化が進行しながら多くの水田を含む地区。浸水被害が発生した記録あり。

◎地区中央を流れる一級河川小畔川を整備（埼玉県）

安心・安全な市街地形成
◎武蔵高萩駅北土地区画整理事業を施行（日高市）

41.3ha（工事完了予定：令和２年度末）

・小畔川の両岸に調整池を設置
・下水道（雨水管渠）を整備

河川整備と土地区画整理事業の一体整備による洪水対策の効果事例 埼玉県日高市
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○砂川堀排水区（関越自動車道西側地区）では、慢性的に道路冠水が発生した。
○ふじみ野市の下水道事業としては、調整池３箇所（計29,000ｍ3）の整備中。
○令和元年度の台風19号などで効果を発揮し、浸水被害の発生を防止・軽減。

砂川堀排水区浸水状況の効果事例（令和元年台風第19号） 埼玉県ふじみ野市
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調整池②（大井武蔵野地区）
敷地面積 3,500ｍ2、貯留量 10,200ｍ3

ふじみ野市内水ハザードマップ



○平成15年度時点，大津川の流下能力は30mm/hrと下水道整備規模50mm/hrに対応していない状況。
○大津川の流下能力を補完するため，大津川流域内の小中学校7校に貯留浸透施設を設置。
○令和元年度の台風19号などで大津川流域の浸水被害及び河川の氾濫被害を軽減。

河川事業と連携した浸水対策の効果事例 千葉県柏市
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○利根川沿線にスーパー堤防を整備し同時期に工業団地の造成や雨水ポンプ場施設を整備。
○令和元年度の台風19号で利根川の水位は上昇したが、ポンプ場が効果を発揮し、内水浸水被害の発生を防止。

浸水対策の効果事例 千葉県栄町
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○平成23年７月の新潟・福島豪雨では、長岡市中心部を流れる柿川の溢水及び内水氾濫により、広範囲で浸水被害が発生
○河川事業（新潟県）と下水道事業（長岡市）が連携し、『柿川放水路』及び『表町貯留施設』を整備
○同様の豪雨に対し、床上浸水の解消など浸水被害が大幅に軽減

河川事業と連携した浸水対策の効果事例 新潟県長岡市

平成23年7月新潟福島豪雨の被害状況

〇表町貯留施設整備事業

〇柿川放水路床上浸水対策特別緊急事業

下水道（市）と河川（県）の連携による取り組み

平成23年7月豪雨に対する事業効果
越流堰

貯留管完成見学会

浸水状況

供用開始以降 
浸水被害なし

事業主体 新潟県

施設概要 放水路設置 L=1.4km

（Q=9 12 /s）

排水機場　１基（Q=5.5 /s）

越流堤 １基

事業期間 平成24年度 平成30年度

事業費 約128憶円

事業主体 ⾧岡市

施設概要 貯留量 約3,000 

　φ1,650mm円形管　L=470m

　φ2,600mm円形管　L=400m

　ポンプ施設φ150mm　２台

事業期間 平成26年度 平成30年度

事業費 約13憶円



河川事業と連携した浸水対策の効果事例について 兵庫県高砂市

〇平成23年台風12号により浸水被害が発生。
日雨量：313㎜ 時間最大雨量：69㎜ 60分最大雨量：84㎜（戦後最大規模の記録的大雨）

〇兵庫県と高砂市は連携をし、治水対策に取り組む。
台風１２号洪水と同規模の洪水に対し、県と市が連携し、床上浸水解消目標とした浸水対策工事を実施。

〇平成３０年・令和元年、当地区の浸水被害の報告は０件。

Ｐ
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１．対象区域図 ３．浸水シミュレーションによる浸水対策効果の検証

■平成30年7月5日～8日：西日本豪雨
累加雨量：297㎜ ・ 最大時間雨量：27㎜

■平成30年7月28日～29日：台風12号（東から襲来）
累加雨量：47㎜ ・ 最大時間雨量：22㎜

■平成30年8月23日～24日：台風20号（高潮台風）
累加雨量：76㎜ ・ 最大時間雨量：25㎜

■平成30年9月4日：台風21号（関空浸水被害）
累加雨量：50㎜ ・最大時間雨量：22㎜

２．工事写真

４．平成30年における降雨状況
河床掘削状況（明姫幹線南） 間の川ポンプ場建設状況 間の川整備状況

浸水深さ（最大） 
■45cm～（床上）
■20～45cm（床下）
■10～20cm

■5～10cm

事業着手前 短期対策後

浸水被害なし

浸水棟数（棟）

床上
浸水

床下
浸水

高砂市 327 994

◆二級河川法華山谷川

流域おける被災状況

浸水被害なし

床上浸水なし



○高岡市街地は過去から多くの浸水被害に見舞われ、近年局地的豪雨が顕在化し、甚大な水害が頻発。
○総合的な治水対策について、関係部局からなる高岡市浸水対策連絡協議会で検討。
○「高岡市緊急浸水対策行動計画」を策定し、個別対策について各施設管理者が整備を推進。

河川事業と連携した浸水対策の効果事例 富山県高岡市



○犀川水系高橋川では、平成１０年９月の台風7号等の豪雨により、浸水被害が発生したため、平成25年より「金沢市総合
治水対策推進プラン(100mm/h安心プラン)」に基づく河川･下水道整備を推進。

○平成30年7月豪雨では、浸水被害のあった平成10年9月と同等の雨量が観測されたが、河川・下水道整備により浸水被害
の防止を図ることができた。

河川事業と連携した浸水対策の効果事例 石川県金沢市

H10.9.22 出水状況

平成３０年７月豪雨による
出水に対し、高橋川流域に
おける河川・下水道整備が

効果を発揮！!

凡例
整備済

未整備

事業名：
【河川】高橋川広域河川改修事業
【下水道】西部処理区浸水対策事業 整備済区間L=3,180m(H10～H30)

H30.7浸水被害無し

H10.9浸水範囲

しじま台2丁目雨水管

四十万3丁目雨水管

四十万3・4丁目雨水管
大額1丁目雨水管

H10.9.22 出⽔状況

高橋川

犀川水系



河川事業と連携した浸水対策の効果事例 愛知県岡崎市

六名地区

久後崎地区

六名地区（平成20年8月末豪雨翌日）

2.浸水シミュレーションによる効果の検証 [地区既往最大降雨93㎜/hr]

3.平成30年台風21号における貯留状況

整備前

○平成20年8月末豪雨（既往最大降雨147㎜/hr）では、占部川排水区として床上270戸、床下710戸の浸水被害が発生
○被害が集中した久後崎・六名地区において同規模の雨に対し、床上浸水解消を目指し、河川・下水道が連携し浸水対策を実施
◇河 川：占部川の改修（平成26年完了）
◇下水道：10年確率降雨（最大降雨55㎜/hr相当)に対応できるように貯留管（貯留量3,470ｍ3,平成27年供用開始）、

雨水ポンプ場整備（計画排水量8.0t/s,平成27年～建設）を順次実施
結 果 平成30年台風21号（時間最大降雨52㎜）では、久後崎地区の床上床下浸水被害の報告は0件

4.今後

※下水道浸水被害軽減総合計画により実施
平成35年供用開始予定

1.対象区域図

最大貯留量：3,470㎥
平成30年台風21号：1,700㎥貯留

（時間最大降雨：52㎜）

※Ｈ27供用開始以降、雨水貯留管への流入実績は、7回（概ね2回/年）
であり、本事業は当地区の浸水被害軽減事業に大きく寄与。

Ｐ

六名雨水ポンプ場
計画排水量8.0t/s

（整備中）

久後崎貯留管
貯留量3,470㎥
（整備済）

六名放流渠
放流量協議を経て
一部別流域へ排水

（整備中）

占部川改修 L=5.0ｋｍ
（整備済）

久後崎貯留管
貯留量3,470㎥

占部川改修
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大幅に縮減！

※地区の既往最大降雨93㎜/hrに
おいて、床上浸水を解消

（市全域での既往最大降雨147㎜/hr)

河川＋下水道整備後

占部川改修

河川整備のみ

久後崎貯留管

久後崎貯留管（貯留量3,470㎥）

六名雨水ポンプ場
計画排水量8.0ｔ/s

凡 例 （浸水深：ｍ） 凡 例 （浸水深：ｍ） 凡 例 （浸水深：ｍ）



○寝屋川流域では、河川、下水道等が一体となった水害対策を実施しており、下水道増補幹線と連携した地下河川、遊水
地、調節池等の貯留施設の整備を推進。

○平成３０年７月豪雨では、浸水被害のあった平成7年7月梅雨前線に伴う豪雨と同等の雨量が観測されたが、河川・下水
道の整備等により、約２０８．９万m3の水を貯留し、浸水被害の防止を図ることができた。

河川事業と連携した浸水対策の効果事例 大阪府

貯留量 約208.9万㎥
供⽤済全貯留量 520万㎥

【外⽔対策】
︓遊⽔地 3箇所 約137.9万㎥

【内⽔対策】
︓地下河川 約55万㎥
:下⽔道増補幹線 約6.6万㎥
︓調節池 18箇所 約9.4万㎥

※本資料の数値等は速報値のため、今後の精査により修正する場合があります。南部地下河川

位置図

寝屋川流域

大阪府
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○揖保川水系馬路川流域では大雨によりたびたび浸水被害が生じていた。
○総合治水対策協議会（国・県・市）を設置し、雨水幹線の整備など浸水対策を実施した結果、大きな被害軽減が図ら
れ、地域の安全安心と駅周辺地区の新しいまちづくりに貢献した。

河川事業と連携した浸水対策の効果事例 兵庫県たつの市


